
概要 / 目的:

超小型炉：イノベーション加速のための技術オプション

講演者紹介:

超小型炉（Micro-reactors）とは、送電線が無くても運転が可能な電力供給の

ための小型炉で、仮に障害が発生しても回復機能が高く、現在電気が届かな
い地域への電力供給に非常に適しています。 典型的な超小型炉としては2～
20 MWe規模の可動型原子炉で、工場で建設、燃料補充、組み立てが可能な

ものを想定しており、陸路、海路、空路での輸送が可能で、外部電源に依存せ
ず、自然エネルギーの統合、離島モードでの運転が可能、運転員の介入を最
小限にした自己制御が可能となるよう設計されています。 NEI(Nuclear Energy 
Institute)は、超小型炉を使うことで$0.09/kWh～$0.33/kWhでの電力供給が可
能と予期しています。本ウェビナーでは、超小型炉の設計、技術格差、及び
DOEの研究開発についてご紹介しています。

Dasari V. Rao 博士は、原子力/機械工学者として、
原子力施設の安全・保障措置の分野で25年の実

務経験を持っています。本分野以外にも、流体力
学計算、中性子・放射線工学、原子力システムの
リスク評価など多様な分野での専門性を持ち合わ
せています。現在、ロスアラモス国立研究所の民生
用原子力プログラム室長を務めており、DOEマイクロ

リアクタープログラムの国家技術ディレクターである
Jess Gehin博士の技術顧問や、NASAの核分裂発
電プロジェクトの主任研究員も務めています。

https://gif.jaea.go.jp/webinar/index.html#webinar039


NASAの火星ミッション用に開発された放射性同位元素を用いた熱電発電機(2kWt)から、
マイクロリアクター(2-20MWe)、SMR、Gen III+/IV(最大1500MWe)を通じた共通戦略があ
る。
これは、国家としての枢要推進分野、共通原子力施設/燃料サイクル方針/データベース、

開発優先順位を用いたダイアグラムの適用であり、この戦略をマイクロリアクターに適用す
ると、工場生産され、輸送可能かつ自己制御性を有するマイクロリアクターという求められ
るシステム像が浮かび上がる。



マイクロリアクターとしての枢要推進分野である
+ 革新性、開発の容易性、迅速性
+ 民生及び軍事用等特殊用途のマイクログリッド/需要との接続性

を踏まえると、キーテクノロジーは、
+先進製造手法、革新的計測/計装技術、新型熱除去概念を採用し、
一体型の製品として工場製造を行うこと

+優れた出力制御性を有することにより、優れた運転性能ひいては
容易な認可性をもち、グリッド安定性へ大きく貢献することであり、

共通戦略を適用していることから、プラント概念は多様であるが、国家が支給する
燃料種別を含むどのようなタイプの燃料も適用可能である。



+ 候補燃料種別
+ 候補減速材料
+ 革新的除熱概念
+ 計装/計測技術
の紹介をしています。

SPHERE:  Single Primary Heat 
Extraction & Removal Emulator

MAGNET: Microreactor Agile 
Non-nuclear Experimental Test-bed

Holly Trellue博士は、ロスアラモ
ス国立研究所のDOE-NEマイク

ロリアクタープログラムの技術成
熟度評価のための技術チーム
リーダーを務めています。

Mr. Yasir Arafat 博士は、現在、アイダ
ホ国立研究所のDOEマイクロリアクタープ

ログラムの技術顧問を務めています。
Westinghouse eVinci™マイクロリアクター

プログラムの創設者であり、技術指導者
でもありました。

2種類の実証プ

ログラムの紹介
をします。




